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平
安
時
代
を
代
表
す
る
物
語
で
あ

る
『源
氏
物
語
』
。
十

一
世
紀
初
め
成

立
の

「源
氏
」
以
降
、
多
く
の
物
語

が
書
か
れ
た
。
『夜
半
の
寝
覚
』
『浜

松
中
納
言
物
語
』
、
『と
り
か

へ
ば
や

物
語
』
（改
作
前
）
、
短
編
の

『堤
中

納
言
物
語
』
な
ど
、
い
ず
れ
も

「源

氏
」
の
影
響
を
強
く
受
け
た
作
品
で

あ

っ
た
。

平
安
時
代
後
期
、
十

一
世
紀
後
半

頃
成
立
と
さ
れ
る

『狭
衣
物
語
』
も

例
外
で
は
な
い
。
才
芸

・
容
貌
共
に

優
れ
つ
つ
も
、
叶
わ
ぬ
恋
に
悩
む
男

主
人
公
を
中
心
に
展
開
す
る
物
語
は
、

主
人
公

「狭
衣
」
が

『源
氏
物
語
』

の
薫
君
的
性
格
で
あ
る
な
ど
、
登
場

人
物
や
事
件
に

「源
氏
」
と
似
通

っ

た
部
分
が
見
え
隠
れ
す
る
。

た
だ
、
単
に
模
倣
で
終
わ
る
だ
け

で
な
く
、
「夢
」
や

「神
託
」
な
ど
の

手
法
を
用
い
る
な
ど
、
平
安
後
期
物

語
の
特
徴
と
な
る
も
の
も
現
れ
て
い

る
。
ま
た
、
「狭
衣
」
以
降
の
平
安
時

代
末
期
や
鎌
倉
時
代
成
立
の
擬
古
物

語
に
は
、
『小
夜
衣
』
『苔
の
衣
』
『石

清
水
物
語
』
『我
身
に
た
ど
る
姫
君
』

『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
な
ど
、
「狭

衣
」
に
影
響
を
受
け
た
も
の
も
多
く

見
受
け
ら
れ
て
お
り
、
鎌
倉
極
初
期

の
文
芸
評
論
集
で
あ
る

『無
名
草
子
』

は
、
「源
氏
」
に
次
い
で
高
い
評
価
を

与
え
て
い
る
。

六
条
斎
院
謀
子
内
親
王
に
仕
え
た

女
房
、
宣
旨

（―

一
〇
九
二
）
の
作

と
さ
れ
る
「狭
衣
」
。
そ
の
高
評
価
か

ら
、
現
存
す
る
伝
本
は
、
江
戸
時
代

の
も
の
を
含
め
て
多
い
が
、
本
文
の

異
同
も
大
き
く
、
複
雑
さ
は
平
安
時

代
物
語
の
筆
頭
と
も
い
わ
れ
る
。
天

理
図
書
館
蔵
本
の
中
で
も
金
銀
泥
の

下
絵
に
箔
を
散
ら
し
た
美
し
い
表
紙

を
持

つ
本
書
は
、　
一
部
を
室
町
時
代

の
写
に
て
補
う
が
、
数
少
な
い
鎌
倉

時
代
の
写
本
で
、
「狭
衣
」
研
究
の
重

要
な
テ
キ
ス
ト
の

一
つ
で
あ
る
。

（天
理
図
書
館
　
西
口
尚
子
）

天理図書館
狭  衣

天理図書館のお知 らせ Tel:0743-63-9200 httpノ /www.tcl.gr.jp/

◆平 日 (午前9時～午後5時半)土 。日・祝 (午前9時～午後4時半 )

9月 28日 は休館。

(本欄にて紹介 した名品の閲覧については係へお尋ね ください)


